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１．建学の目的と教育方針	

中央動物専門学校は、母体校の専門学校中央工学校（開学 1909 年）の創立１０９年目を

迎える姉妹校として、２００２年に開校した。法人名である「中央工学校」の“工”にお

いて、上の棒は「天」、下の棒は「地」、間の棒は「人を結ぶ」という壮大な概念を表す。	

このことを改めてかみしめ、専門学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方を基軸

に、動物の基礎知識を学び「人」と「動物」がより良く共生できるための確かな技術力を

持った人材を育成するために設立された。	

次の３つの教育方針の基、専門分野の教育だけでなく、心の教育にも重点を置いている。 

ア	 優しい心	 	 動物を愛し、優しく見守る心	

イ	 倫	理	観	 	 命の尊さと善悪の判断ができる心	

ウ	 自己責任	 	 目標や目的を叶えるため努力を惜しまず、最後までやり遂げる意識と

責任感の心 

	

２．基本的運営方針	

学校法人の運営方針の内、次の項目を全学的に推進する。 

ア	 実技・実習による「厳しい実務教育」を教育の中核とする。	

イ	 「人間涵養教育」により、豊かな社会性を有する人材を育成する。	

ウ	 学校生活を通し、「楽しい学校」を実現する。	

エ	 卒業して「誇りの持てる学校」となるよう、学習環境の整備を図る。	

	

３．平成３０年度運営重点項目	

平成３０年度の運営重点項目は次のとおりとする。また、１２号館の立替計画に呼応し

た田端校舎建設計画の実施検討も行う。	

ア	 授業評価の再構築と実施	

	 教育の質向上及び質保証を目的に教育評価委員会による授業評価を実施し、職業実践

専門課程の充実を図る。	

イ	 学校運営計画の再構築	

	 自己点検・評価及び学校関係者評価制度の結果に基づき、学校運営計画の再構築を図

る。	

ウ	 学生募集の強化	

	 安定した学生数の確保が可能となるよう組織と広報手法の改善を行い、学生募集の強

化を図る。	
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４．運営指針	

ア	 学校運営組織	

平成３０年度は次のとおり人員を配置する。	

区	 分 人	 数 

本務教員 28 

兼務教員 20 

本務事務職員  8 

兼務事務職員 － 

計 56 

	

イ	 各種委員会体制	

学校運営を円滑に行うために次のとおり、各委員会を置く。 

①学友会学生委員会 ②海外研修委員会 ③国内研修委員会 

④図書委員会 ⑤美化・緑化委員会 ⑥情報発信委員会 

⑦永久パートナー制度委員会 ⑧同窓会運営委員会 ⑨大動物実習委員会 

⑩自己評価委員会 ⑪教育評価委員会 ⑫動物倫理委員会 

	

５．学生在籍数	

平成３０年５月１日現在の学生在籍数は次のとおりである。	

項	 目 ２９年度 ３０年度 増減 前年度比 摘	 要 

学 生 数  249 265 +16 106.4% 新入生増加、進級生増加 

クラス数 21  21 － 100.0%  

	

６．教育指導内容及び教育運営の充実	

ア	 愛犬美容関連科	

（ア）教育の高度化に向けた取り組み	

①愛犬美容科（２年制）と愛犬美容研究科（３年制）の学習内容の差別化を図り、研

究科は授業内容を充実させ、研究科への入学希望、また転科希望学生の増加を図る	

②プードル以外のショーグルーミング授業の実現 

（イ）教育内容の充実を目的とした取り組み	

①動物美容実習における学生数に見合った実習頭数の確保 

②学生の技術力に合わせた指導の徹底 

③少人数でのグループ実習の拡充による細やかな指導  

④猫美容実習の充実化 

⑤校外研修・校外実習の積極的な実施 
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⑥外部講師を招いての実技講習の実施 

イ	 動物看護関連科	

（ア）教育の高度化に向けた取り組み	

①動物看護科（２年制）と動物看護研究科（３年制）との学習内容の差別化を図り、

各科の学生満足度の向上を目指す 

②即戦力となる人材育成のため実習授業の充実化と社会人として必要とされる一般知

識、ビジネスマナーの習得を行う 

③動物看護師養成モデルコアカリキュラムに準拠した教科構成に加え、本校独自のカ

リキュラムの実施 

④動物看護研究科における高度医療機関、専門性の高い動物病院、その他臨床検査機

関等での校外研修の実施	

（イ）教育内容の充実を目的とした取り組み	

①犬用トレーニングプールを中心とした運動療法やマッサージ等、リハビリテーショ

ンの基礎を習得 

②獣医療業界のニーズに即した実習授業の展開 

③能動的学習の強化 

④非常勤講師、特別講師、動物関連企業・施設との連携強化 

⑤動物看護師統一認定試験合格に向けた調査研究 

⑥動物関連業界への理解を深めるため校外研修の実施と参加奨励 

ウ	 動物共生関連科	

（ア）教育の高度化に向けた取り組み	

①履修年限の長さ（３年制及び４年制）を活かした多様な授業展開で、学生の希望や

能力に合わせた有意義な学習環境の整備 

②動物看護師養成モデルコアカリキュラムに準拠した教科構成と動物に関わる他分野

学習のカリキュラムにより、学生の創造性や考える力を養う 

③即戦力となる人材育成のため、豊富な校外研修や実習先の確保を図る 

（イ）教育内容の充実を目的とした取り組み	

①動物との共生や多様な人々と共に、目標に向けて協力する姿勢を養うため、科独自

の動物飼養や特別講義を実施し、コミュニケーション能力及び社会人力向上を目指

す 

②動物業界の動向を反映した教育の実施 

③授業形態と学生理解度の検討 

④飼養動物との交流をとおして、動物と人間の共生社会の実現を目指す 

⑤動物の福祉の理念に基づいた飼養動物の飼育環境整備 

⑥コミュニケーション能力の向上及び就職先開拓のための積極的な校外研修並びに

校外実習の実施 

エ	 校有動物飼育管理	

美容実技試験及び動物美容実習並びに看護検査実習における、学生数に応じた校有犬
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の頭数管理及び必要種類の維持のため、次の項目に重点を置く。 

①校有動物の各種実習に対応した必要頭数の確保と健康管理及び繁殖計画 

②ショークリップ用トイプードルの安定的供給 

③認定トリマー実技試験用の校有犬のコート管理 

④校内繁殖の実践と保健所等行政機関との連携強化 

⑤永久パートナー制度を利用した計画的な校有動物の入れ替え 

⑥観賞魚等の校有動物の飼育管理 

⑦学生数に応じた動物管理室臨時職員の採用 

オ	 動物美容実習用モデル犬・猫	

実践的な動物美容実習を継続して実現させるために、愛犬美容科教員との連携を図り

ながら、次の項目に重点を置き、モデル犬・猫の安定供給を図る。 

①モデル犬・猫の登録数及び犬種・猫種の調整 

②送迎業務及び美容実習における安全対策 

③モデル犬の老齢化（小型・中型 11 歳、大型 10 歳）による引退及び若年（１歳以上

８歳未満）の新規モデル犬確保 

④モデル犬オーナーへの混合ワクチン・狂犬病接種（毎年）依頼 

⑤モデル猫オーナーへの混合ワクチン接種依頼 

⑥動物美容実習における事故発生時の対処と学生指導への反映 

⑦動物愛護法法令遵守（動物取扱業「保管」の徹底） 

⑧猫ブリーダーの開拓拡充及び連携強化による猫美容実習の充実化 

カ	 教員の資格取得の奨励と積極的な研修参加	

授業内容の充実と学生への信頼感確保の観点から、次の資格取得推奨と実務研修等へ

の参加を積極的に行う。	

①全日本動物専門教育協会認定資格（トリマー、動物看護師、家庭犬訓練士、	

ハンドラー､キャットグルーマー､動物介在福祉士､動物共生環境コーディネーター）	

②動物看護師（動物看護師統一認定機構）	

③愛玩動物飼養管理士	

④販売士	

⑤動物取扱主任者	

⑥ドッグショー及び各関連協会の講演会・講習会	

⑦ペットショップ・動物病院・飼育施設等での実務研修	

	

７．教育設備機器等の整備	

ア	 教育環境の充実を目的とした施設・機器類の整備	

①酸素濃縮機の経年劣化による入れ替え	

②超音波診断装置の経年劣化による入れ替え	

イ	 業務運営の効率化を目的とした機器類の整備	

パソコンの経年劣化による入れ替え	
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８．就職（進路）指導体制	

動物業界の動向と実態を調査し、就職先確保に努め、学生と就職先のミスマッチ防止の

ため次の項目に重点を置いた指導を実施する。 

ア	 就職（進路）指導	

①クラス担任との連携を密にし、学生の進路希望を把握し個々の学生に合った適正な

指導を実施する。 

②早期就職活動の実施に向けて、意識向上を目指す授業や卒業生の講演を積極的に実

施する。卒業生講演や企業研究をとおして、学生の職業感や勤労感の育成を図る。 

③適切な就職指導を行うため、教員による研修先及び就職先企業に関する情報収集の

実施と学内にて公開する。また、卒業生の現状を調査し、在校生の就職活動及び求

人案内に役立てる。 

④「進路ガイドブック」を作成し、学生の就職活動に対する意欲の向上を図り、保護

者及び入学希望者に対しては、手厚い就職指導体制の理解を深める。 

⑤インターンシップ等を推進し、就職におけるミスマッチの防止を図る。 

⑥社会人として必要なビジネスマナーの体得及びコミュニケーション能力の向上に向

けた指導を実施する。 

イ	 求人先・研修先の確保	

①東京・埼玉・千葉・神奈川を中心とする関東圏 400 社以上の校外研修先への訪問を

行い、校外研修先の確保並びに将来的な求人先としての展開に努める。 

②卒業時の求人の確保のため、首都圏を中心に約 5,500 社に年２回、求人依頼及び本

校の学校案内書を送付する。	

③学生の早期就職活動意識を高めるため、合同企業説明会を年２回実施する。また、

年間を通じて適時、単独での企業説明会も実施する。	

④動物系雑誌への校名掲載により、知名度向上と求人・研修企業の新規開拓を行う。 

⑤卒業生との連携を深め、就職先及び研修先の確保と企業情報の収集に努める。 
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９．広報計画	

ア	 基本方針	

平成３０年度は、学生募集の強化策として、次の４つの項目を軸に広報計画を立案す

る。 

①東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県の１都３県を中心とした校内ガイダンスと、高

校との連携強化に重点を置いた募集活動 

②高校 1・2年生の早期イベント参加への誘導強化 

③個人の広報スキルの向上 

④首都圏以外のエリアの精査 

イ	 普及活動における広報計画	

（ア）進学説明会への参加 

①高等学校内開催形式：主に首都圏（１都３県）を中心に年間約 350 校へ参加	

②主要都市で開催される会場形式：年間約 50 会場へ参加（中央工学校と連携） 

（イ）高等学校訪問 

①学生募集重点地域を中心に、年間４回以上を目標に約 500 校を訪問 

②首都圏以外のエリアの精査 

（ウ）日本語学校訪問 

①入学実績校を含め、首都圏の約 60 校を訪問 

②留学生センターとの情報共有による訪問の実施 

ウ	 体験入学、学校説明会等の学内イベント	

①体験入学 7回、学校説明会 14回、学科別体験入学 6回、社会人・保護者対象学 

校説明会 1回、入試説明会 1回、オープンカレッジ１回：	 動員目標	 550名	

②参加しやすい半日のイベントの充実	

③高校１・２年生に対する早期のイベント参加の促進 

④学生スタッフのスキルアップ 

エ	 その他の広報活動における重点項目	

①首都圏（１都３県）の高校との連携強化	

②重点エリアの校内ガイダンスの参加	

③インターネット広告の活用	

④WEB サイトのリニューアルと進学情報サイトの活用	
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１０．附帯教育事業	

近隣住民・モデル犬オーナー等を対象とし、動物共生総合科４年生の授業の一環とし

て「犬のしつけ方教室」を開催している。30 年度も継続して、動物共生系学科全体の授

業と連動させ実施する。 

 
１１．同窓会との連携	

中央動物専門学校同窓会は発足後 14 年を経過した。同時に発足した学内の「同窓会運

営委員会」では、同窓会の定例総会や研修会、会報誌発行、永久パートナー制度の紹介

等を通じ、卒業生との連携を深め、在校生の研修先・就職先の開拓へと有意義な活動を

展開している。	

また、出願者数の増加につなげられるよう、総会や会報誌、ホームページ等での卒業

生推薦や入学優遇制度の告知を、平成３０年度も継続して推進する。	

卒業生数は２９年度末で約 1,900 名となることを踏まえ、３０年度も継続して卒業生

の現住所等の確認調査を重点的に実施し、精度の高い卒業生データ管理を行う。併せて、

卒業生調査を実施し、卒業後のキャリア形成への効果の把握に努める。	

同窓会の主な活動予定は、次のとおりである。	

ア	 同窓会総会等の開催	

総会の開催（平成 30 年５月） 

イ	 会報誌の発行	

（ア）第 31 号発行（平成 30 年７月）	

（イ）第 32 号発行（平成 31 年２月）	

ウ	 研修会等の開催	

（ア）会員交流イベント（平成 30 年８月）	

（イ）動物医療系研修会（平成 30 年 12 月）	

（ウ）動物美容系研修会（平成 31 年２月） 
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１２．主な学校行事予定	

月	 日	 行	 	 事	 月	 日	 行	 	 事	

４	 2	 教職員会議	 10	 1	 開校記念日	

	 9	 入学式	 	 2	 後期授業開始	

	 10	 オリエンテーション	 	 6～7	 学園祭	

	 10～11	 健康診断	 	 24	 全国トリミング・訓練競技会	

	 12	 前期授業開始	 	 27	 学科別体験入学	

５	 20	 体験入学	 12	 21	 冬季休暇前授業終了	

	 26	 企業説明会	 	 22	 学科別体験入学	

６	 5	 授業参観日	 	 22～1/6	 冬季休暇期間	

	 19	 教育課程編成委員会①	 １	 7	 授業開始	

	 17	 体験入学	 	 15	 教育課程編成委員会②	

７ 13	 体育祭	 	 16～18	 全日本動物専門教育協会一斉学科試験	

	 24	 夏季休暇前授業終了	 	 26	 学科別体験入学	

	 25～8/31	 学生夏季休暇期間	 ２	 4	 卒業学年定期試験	

 28	 体験入学	 	 15	 卒業学年平常授業終了	

８ 3・22	 学科別体験入学	 	 23	 学科別体験入学	

	 10・26	 体験入学	 ３	 1	 卒業研究発表・後期授業終了	

９ 3	 授業開始	 	 6	 進級学年成績発表	

	 13	 学校関係者評価委員会	 	 7	 卒業成績審議会	

	 22	 体験入学	 	 12	 卒業決定発表	

	 28	 前期授業終了	 	 19	 進級成績審議会	

	 	 	 	 20	 卒業証書授与式	

	 	 	 	 27	 進級発表	

	 	 	 	 28	 新３年生対象体験入学	
 


